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令和７年度 宇和島市水道事業経営審議会 
 

開催日時 令和８年 3 月 23 日（月）13:25～14:50 
会  場 柿原浄水場 ２階大会議室 
定 足 数 定数１０名中８名出席  ※ 過半数の出席により成立 

傍  聴 
計 30 席準備 
報道関係１者（宇和島ケーブルテレビ）、一般傍聴なし 

議  題 
議題① 水道料金の算定方法 
 主な質疑応答は以下のとおり 

質疑応答 （1）料金改定の算定期間 
 
 
 

事務局より算定期間を５年間とした理由等を説明。 
委員からの質疑等は、特になし。 
 

 （２）料金体系の選択（用途別または口径別） 
【質問】 
【回答】 

 
 

【質問】 
【回答】 

 
 

【質問】 
【回答】 

 

Ｑ．宇和島市は、なぜ用途別なのか? 
Ａ．公衆衛生の向上を目的に水道を普及させるため、一般家庭の料金をなるべ

く安く、負担能力の高い事業主の料金を高くしてきた。 
 
Ｑ．口径別料金とは、水道管の口径で設定するのか? 
Ａ．水道メーターの口径（13～150 ㎜）で設定する。一般家庭では、主に 13

㎜メーターを設置している。 
 
Ｑ．口径別に移行するのは、何年後の想定か? 
Ａ．他市町では、用途別（家庭用と業務用）の料金較差が 1,000 円程度のタイ

ミングで、用途別から口径別に移行した事例がある。今回の料金改定では、
家庭用と業務用の料金較差を 1,200 円程度にまで縮めたいと考えており、次
回の料金改定で 1,000 円程度にまで縮めることができれば、その次（次々回）
の料金改定で口径別に移行したいと考えている。算定期間がそれぞれ 5 年だ
とすると、10 年後（Ｒ19 年度）に口径別へ移行することになる。 

 
 （3）確保する事業費の評価（5 年間の不足額:約 13 億 2 千万円） 

【質問】 
【回答】 

 
【質問】 

 
【回答】 

 
 

Ｑ．収入の「その他」約 4 千万円には、具体的に何があるか?（資料Ｐ11） 
A．受託工事手数料、指定給水装置業者更新手数料、一般会計負担金等がある。 
 
Ｑ．資産維持率について、標準３％を 0.9％に設定しているが、資産維持費約

８億円で足りるのか? 
Ａ．前回（H28 年度）の料金改定では、資産維持率 0.45％と今回の半分で設

定し、残りは企業努力でカバーしてきた。また、耐震化工事を行っていく上
で今の体制で抱えきれる規模の更新を考えると、0.9%の設定となる。 
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【質問】 
 

【回答】 
 
 

Ｑ．実施できる企業努力はすでに行っていると思う。企業努力がこれ以上でき
るか心配している。 

Ａ．前回の料金改定は、6 年間の算定期間だったが、令和 3 年度を超えて令和
7 年度まで料金改定を先延ばししている（※実際の料金値上げの先延ばしは、
Ｒ４～８年度の５年間となる。）。企業努力として、やれることは限られるが、
今後も企業努力を継続し、経費削減に努める。 

 
 （4）経営改善の評価 ※前回の説明事項 

【質問】 
 
 

【回答】 
 
 
 

【質問】 
 

【回答】 
 

Ｑ．（隔月請求制度の導入について）納付書等の郵送料削減が目的であるなら
ば、納付書払いを口座振替に変更することで経費削減は可能ではないか思う
が検討したか? 

A．使用者の約９割が口座振替、残りの１割が納付書払いである。 
口座振替を推奨しているが、一方では、水道使用者の利便性向上のために、

コンビニ払いやスマホ決済も導入しており利用者も多い。口座振替の推奨以
外の経費削減方法として、隔月請求制度を導入したい。 

Ｑ．隔月請求制度へ移行した後、分割払いを希望する場合は、口座振替を
条件としてはどうか。 

Ａ．（条件を付けることは難しいので、）今後も口座振替を推奨していきたい。 

質疑応答 （5）料金単価の設定（平均改定率 15％程度） 
【質問】 

 
【回答】 

 
 
 
 

【質問】 
 
 

【回答】 
 
 
 
 
 
 

【質問】 
【回答】 

Ｑ．全用途の平均改定率が 15％であり、改定率のうちでは家庭用が最も高い
が、市民から不満の声が出ないか?他の用途も一律 15％にしてはどうか? 

Ａ．平均改定率を一律にすると、家庭用と業務用の料金較差が広がり、将来、
口径別に移行する場合、業務用を値下げし、家庭用は大きく値上げしなけれ
ばならなくなる。今回の料金改定も、前回と同様に用途ごとに異なる改定率
を設定し、それらの較差をなるべく小さくする必要がある。 

 
Ｑ．将来、何年後に口径別に移行するのか、その予定も今回の改定時に示せば、

市民の理解を得られるのではないか。水道局が目指すところを明確に示すこ
とが大事。 

A．今回提示している改定率は、家庭用の方が高いが、値上げ額は、業務用の
方が 30 円高い。前回の料金改定の考え方を踏襲して改定案を提案している。 

全体の改定率を抑制するための企業努力や、15％程度の料金改定を行わ
なければ事業が維持できないこと、費用負担の公平性を考慮した分かりやす
い料金体系を目指していることなど、水道局の目指しているものと審議会の
総意を明確にし、分かりやすく公表していきたい。 

 
Ｑ．改定率で表示すると値上げ幅が高く感じる。改定額で表示してはどうか。 
Ａ．表示、公表方法については、分かりやすくなるよう工夫したい。 

 


